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忘れられた日本
世界を魅了する技術も芸能もコンテンツも、日本が誇るモノやコトの
背景には、古来継がれてきた潜在的な文化的文脈がある。近世にいたる
まで日本は、海外の知恵を取り入れながらも独自の文化を紡ぎ、次世代
へとつないできた。長らくこの国の軸をつくってきた文化への高い意識
は、近代化にともない軍事と経済成長へと取って代わり、外側（欧米）
の後ろ姿を追いかけるうちにだんだん見えなくなってしまった。戦後の
経済成長と平成のグローバリゼーションの波の中で、日本の文化の構造
はいまだ発現しきれないままにある。
自らの文化構造を自覚しないまま、何に価値を見出し、それをどう外
に伝えていくのか。日本の魅力を海外に向けて発信するためには、その
背景に流れるヴィヴィッドな文化的コンテキストに目を凝らし、そこに
躍動する日本特有のメソッドやスタイルを自覚する必要がある。

日本の深層・中層・表層
本来の日本を語り直すには、その文化の様相を深層・中層・表層で捉
え直すアプローチが有効だ。表層に浮かび上がる事象にも、その奥には
何らかの歴史をまたいだ物語の継続がある。その特色と道筋を中層・深

層にまでたどってから現在を語り直すことで、文化的な意味付けや価値
付けが確かなものになる。日本の本来を将来に向けて編集し直すのだ。
まず深層には、風土や歴史の成り立ちがある。災害が多く資源が限ら
れている日本では、一つの資源（粉・木・紙など）を再編集しながら活
用する再利用の価値観をつくった。その中で培われた独自のスタイルや
メソッドやコンセプトがあり（餅・酒・障子など）、これを中層として
捉えると、さまざまな文化のコンテキストが見えてくる。
本流から機能を切り出しながら新たな価値を産むカットアップの感覚
（膳・俳句・生け花など）、小さな切り出しを持ち合うことで成立する
場や座の文化、その場をマネージメントするための方法として「設え」
「調度」があり、「おもてなし」の手続きもその中に発達した。それら
を継いできた文化装置ともいえるものが公家が用意した有職故実であり、
地域で守られてきた祭りであり、武士や町人が芸や技を磨いた道場でも

「日本語り」をはじめるにあたって
prologue
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ある（茶道・武芸・書道など）。それらは、しきたりや格式として日本
の文化的教養となり、習わしや風習、精神や技能として日本人の価値観
を形づくってきた。そこに真行草のバラエティも生まれていった。
そうした文化的コンテキストを背景に、さまざまなモノやコトが表に
あらわれている。コスプレとJポップと歌舞伎は、表層的に見れば一見バ
ラバラの事象のように見えるけれど、中層・深層から捉え直せば、同じ
文化的コンテキストから生まれてきたことに気がつく。

日本のクリエイティビティと本来のクールジャパン
元来日本は、海外の制度や仕組みを内側に取り込み、独自の文化へと
昇華させてきた。豊かな文化的土壌の中で、名もなきイノベーターが次
の文化をつくる。深川芸者の小唄や小袖は江戸時代に表出したJポップで
あったし、いまでは伝統芸能と呼ばれる歌舞伎は、カブキものたちが起
こしたカウンターカルチャーだった。
外来コードを内生モードに仕立てながら、街場のマイノリティが型を
破っては新たなスタイルを提示する。この足元の土壌と先端のイノベー
ションのかわるがわるが、日本文化をつくってきたのだ。
それらを何で表現していくかという日本のメディア感覚が、歌や浮世

絵や茶の湯となり、能や歌舞伎や職人の技となっていった。少数のクリ
エイターやイノベーターたち（世阿弥・利休・乾山・歌麿など）の手に
よる、まったく新しい価値観として生まれ出てきた文化の諸相を「日本
の伝統」とくくるだけでなく、当時のコンテキストを引き寄せて生き生
きと持ち出すことの中にこそ「クールジャパン」が躍如する。

日本を語るために
この「日本語り抄（にほんがたりしょう）」では、日本の中層にいま
も息づくさまざまな価値観を「Japan Concepts」として取り出し、そこ
を入り口に「クールジャパン」を語るモデルを提示する。日本の物語を
再編集する試みとして表層・中層・深層をまたぐ「Japan Editing」の手
法と素材を、ごく一部ながら紹介したい。
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